
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抱月は、「浜田港へ寄せる序文」で、「大正 3 年の今日、鉄道未だこの国(浜田)に入らざれども……」と記述しているように、大正 2

年に芸術座を旗揚げして、松井須磨子ほか 20 数名の座員を引き連れての 5 年間の興行では、鉄道は不可欠の輸送機関であった。大正

6年山陰興行時には、石見大田まで開通であったため、松江、出雲、大田までの巡業で故郷浜田へ錦を飾る事が出来なかった。 

 

 

私の十ばかりの頃は、一家が久佐といふ田舎に住んでゐた。 

家は四、五十坪ばかりの前庭を取って、芸州境への小街道に 

沿うた瓦葺の一軒家で後ろは深い谿谷になり、そこから可なり 

水嵩のある小川か横手をめぐって流れてゐる。 

街道といっても人通りは極めて稀であるが、其の道を挟んで、 

向ふには青田が広がり、其の向ふは又山になってゐる。 

    ※明治１４年の夏・久佐村小原谷「熊屋」での思い出の記録。 

 

抱月の「ガイドブック」と 

して最適なふるさと図書 

 

愛児との記念写真 

故郷の父の一節 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島 村 抱 月 日本近代劇の先駆者 

平成 2年の夏、抱月関係資料の収集に訪れた相馬御風の故郷(糸魚川市)、中山

晋平の故郷(中野市)、松井須磨子の故郷(長野市松代町)で、「抱月がいなければ、

これらの 3 人は存在しなかったかも知れない。」という言葉が訪問先で聞かされ

た。3人へ与えた影響の大きさが、その時、漸く見直されてきた。 

抱月の美学研究は、「本来人生は価値の集合である。」と述べると共に、「人生

は欲望の集合であって、欲望は自己の生存を中心としたもの、即ち自己が生きん

とするために生ずる要求である。」と、自らの美学論を大衆芸術としての新劇の

世界において実践して行ったのである。 

抱月の生涯は、苦悩と模索と改革の人生であった。幼年期には、医師の桑田俊

策と出あい、青年期に島村文耕と出あいで将来を方向づける。成人期には、坪内

逍遥、森鴎外の文芸論争による自己革新の影響を受ける。 

抱月は、「芸術座」を率いて全国を巡業中も、書生の中山晋平宛に手紙で長男

の震也、長女の春子、次女の君子の学業の指示や次興行の劇中歌の作曲のイメー

ジを書き伝えている。 

抱月の知られざる優しい一面を見る思いがした。 

抱月が理想としていた仕事の域までは到達できなかったけれども、新劇の歩むべ

き方向づけを身を挺して実践した功績は評価に値する大事業であった。 

 

ジを書き伝えている。抱月の知られざる優しい一面を見る 

ことができる。 

抱月が理想としていた仕事の域までは到達できなかった 

けれども、新劇の歩むべき方向づけに身を挺して実践した 

功績は評価に値する大事業であった。 

評論家・文学者・演出家・美辞学者・翻訳家。明治 4年 

1月 10日、浜田市金城町小国下土居に生まれる。早大卒。 

早大教授。自然主義文学運動・新劇運動に貢献した。文芸 

協会を経て女優松井須磨子と芸術座を結成。海外を始め日 

本全国津々浦々をくまなく巡回し欧州近代劇の大衆化に尽 

力。著書『近代文芸之研究』など多数。 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

島村抱月略歴碑(生誕地顕彰の杜公園)      島村抱月先生の碑(抱月公園)       島村抱月文学碑(抱月ふるさと公園) 

 

 

郷土の傑人顕彰板(金城資料館前)        島村抱月一家の墓(浄光寺)          島村抱月顕彰碑(浜田城山) 

 

 

島 村 抱 月 

作成：波佐文化協会 E.mail:bunka@hazaway.com  http://hazaway.com/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【島村抱月文学散歩コース】 

文豪「島村抱月」縁の地をたどる文学散歩コースの 

データは次のとおりです。※大型バスは一部通行不可。 

① 美叉温泉国民保養センター★    (自家用車利用の場合) 

② 島村抱月先生の碑(抱月公園)★     ①→②  1,900m 

③ 佐々田庄屋跡            ②→③  2,350m 

④ 久佐八幡宮(旧久佐小学校) ★     ③→④   600m 

⑤ 島村抱月文学碑(抱月ふるさと公園)★  ④→⑤  1,600m 

⑥ 生育の地・熊屋 ★                   ⑤→⑥     150m 

⑦ 白甲たたら跡            ⑥→⑦   3,800m 

⑧ 浄光寺・佐々山家の墓        ⑦→⑧   3,350m 

(島村抱月一家の墓・はつ恋の碑)★ 

⑨ 光超寺・抱月の父終焉の地★     ⑧→⑨   5,200m 

⑩ 最中山神社★                 ⑨→⑩   3,700m 

⑪ 生育の地・中屋・屋敷町       ⑩→⑪    800m 

⑫ 生誕地顕彰の杜公園★        ⑪→⑫  1,300m 

(抱月胸像、略歴碑、歌碑、生誕地の碑) 

⑬ 田野原たたら跡           ⑫→⑬  2,300m 

⑭ 郷土の傑人顕彰板          ⑬→⑭  5,500m 

⑮ 浜田市金城歴史民俗資料館★     ⑭→⑮     100m 

 (島村抱月関係資料を収蔵・展示) 

◎ 全コース内総距離数       ①→⑮ 32,650m 

※ ★印は、文学散歩コースの案内看板の設置を表す。 

 

   島村抱月生誕地顕彰の杜公園（胸像／略歴碑／歌碑） 

 

抱月資料が展示されている 

浜田市金城歴史民俗資料館 

 

 

島村抱月パネル展の模様 

抱月は、「浜田港へ寄せる序文」で、「大正 3 年の今日、鉄道未だこの国(浜田)に入らざれども……」と記述しているように、大正

2 年に芸術座を旗揚げして、松井須磨子ほか 20 数名の座員を引き連れての 5 年間の興行では、鉄道は不可欠の輸送機関であった。

大正 6年山陰興行時には、石見大田まで開通であったため、松江、出雲、大田までの巡業で故郷浜田へ錦を飾る事が出来なかった。 
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